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練馬区の
地域活動団体などを
毎月紹介しています！

　「練馬つながるフェスタ（つなフ
ェス）」は、町会・自治会、NPO
やボランティア団体など地域で
活動している皆様の取り組みを
見て・聞いて！知って！たくさん
の仲間と “つながる” ことができ
るイベントです。
　今回の地域活動ニュースでは、
3月4日に行われる「練馬つな
がるフェスタ in 練馬」の情報を
お届けします！

今年度各地域で行った「練馬つながるフェスタ」の様子や、
参加団体によるトークをYouTubeチャンネルにて配信します。
収録を行う多目的室前では、その様子をご覧いただけます！

特別オンライン番組生配信！ 12時30分～14時

↑
詳しくはこちら

練馬つながるフェスタ in 練馬
3月４日（土）11時～14時  会場：ココネリ3階
ワークショップ、体験コーナー、物販、パネル展を開催します。
計36団体が出展 !! ↑

詳しくはこちら

練馬つながるフェスタ特集号!



令和5年（2023年） 2月25日 発行 ねりま地域活動ニュース vol.70 （第２面）

光が丘地区連合協議会 会長　高橋 司郎 （たかはし しろう）さん

Q：練馬つながるフェスタへの参加理由を教えてください。 
光が丘地区連合協議会は、光が丘団地内で約11,000世帯が加入している住民
組織です。光が丘地域の住みよい街づくりを多方面から考え、高齢者の居場所
となる様々なサロンの運営や、健康維持のための企画のほか、NPO団体と協
働して多世代交流なども行っています。現在、高齢化による担い手不足が問題
であるため、光が丘地域で活動する若い方や子育て世代の方とつながりたいと
思い、参加しました。

練馬つながるフェスタ実行委員長と
参加団体に聞きました !

Q：今年度の各地開催で初めてつながるフェスタに参加してみて、
　  いかがでしたか？
つなフェス in石神井に参加させていただき感じたのは、地域に密着したイベン
トの大切さでした。子連れの家族から高齢者の方まで多様な方が訪れ、参加
者のみなさまといろいろお話をさせていただきました。また、当日参加の地域
の団体の方々とも新たなつながりができ、大変有意義な時間を過ごせました。
3月4日のつなフェス in練馬では、多くの団体の方々と久しぶりにお会いでき
ることを楽しみにしています。

NPO法人ハッピーひろば 代表理事　横谷 恭子（よこや きょうこ）さん

このコロナ禍に地域活動は振り回されてきました。それでも活動の根は決して
断たれることはありませんでした。つなフェス実行委員はそんな情熱に動かされ、
2020年度には多くの自治体に先駆けてオンライン開催、続く2021年度はさら
に各図書館でのローカル開催も取り入れました。そして2022年度。着々とロー
カル開催も重ね、ココネリでのフェスタが戻ってきます。オンライン生番組も
同時配信。進化を遂げた練馬つながるフェスタにぜひご参加ください！

実行委員長　志寒  浩二（しかん こうじ）さん
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Q：練馬つながるフェスタの魅力を教えてください！ 
練馬植樹推進会は、主に保育園・幼稚園などの園内での植樹、公園内の枯れ
木を植え替える補植や「和田前憩いの森」の清掃管理などの活動を行っていま
す。私たちにとってイベントへの出展参加は、多くの来場者へPRとなる大切な
機会となっています。イベントでは、「さし木教室」を開催し、「さし木で苗木
をつくり育てましょう！」とご参加の皆様に声掛けを行っています。

練馬植樹推進会 代表　和崎 禎介（わざき ていすけ）さん

Q：今年度の各地開催で初めてつながるフェスタに参加してみて、
     いかがでしたか？
予想を超えるたくさんの子供たちが参加してくれて嬉しく思っています。『教
育版マインクラフト』でプログラミングを体験していただきました。普段ゲー
ムとして遊んでいるマインクラフトで、ロボットを動かすプログラムを自分で
考える体験は新鮮だったのではないでしょうか。３月のつながるフェスタでは、
みんなで『練馬のまち』を作ります。子供たちが思い描く素敵なまちが誕生
するでしょう！

放課後キャンパスクラブ 代表　只野 公朋（ただの きみとも）さん

Q：2団体でのコラボ出展となりますが、つながる
     フェスタに期待していることを教えてください。
６年目になるコラボ出展。打合わせや準備も２団体の交流イ
ベントのような雰囲気で、とても楽しいです。当日、きらら
のメンバーと森のようちえんの小学生リーダー達が共にブー
スに立つ姿をたくさんの人に見てもらい、「練馬のみどりを守
り育てる活動は多様であり、誰もができることなんだ！」とい
うことを共感していただけたら嬉しいです。

豊玉障害者地域生活支援センターきらら＆
NPO法人みどり環境ネットワーク
鈴木 友里愛（すずき ゆりあ）さん（左）
村田 千尋（むらた ちひろ）さん （右）
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★音声でお読みいただけます   「ねりま地域活動ニュース」は音声で伝える「視覚障害者用」録音版を貸し出しています。
ご希望の方は一歩の会にお申し込みください。ＮＰＯ法人点訳・音声訳集団一歩の会　練馬区高松2-16-12　TEL：03-3577-5666

練馬区立区民協働交流センター　フェイスブック 検索

https://www.facebook.com/Nerimakyodokoryucenter/

練馬区立区民協働交流センター　ツイッター 検索

https://twitter.com/kyodo_nerima

練馬区立区民協働交流センター 検索

facebook twitter

練馬1-17-1ココネリ３階　TEL :03-6757-2025　年中無休　9時～22時 （12/29～1/3は休業）
事業の実施等により開館時間が変更となる場合があります。

練馬区立区民協働交流センター（つながる窓口)

http://www.nerima-kyodo.com/

ホームページ
※過去の地域活動ニュースも掲載中

募集概要

令和5年度

新規受講生を募集します
■ 町会・自治会やボランティアなど、地域での活動に役立つ知識やスキルが身につきます。
■ 地域で活動を始める際は、つながるカレッジねりまがバックアップします。

　協働推進課（区役所本庁舎９階）、区民協働交流センター、図書館、地区区民館などで配布する
パンフレットやポータルサイトをご覧の上、お申し込みください。

上記から選択したコースの講義と並行して、全受講生を対象とした「共通講座」（年４回）を受講します。

修了生の
活動例

● 町会・自治会
● ボランティア団体
● 街かどケアカフェ

● 避難拠点運営連絡会
● 防災会
● 災害ボランティア

● ねりま農サポーター
● 公園や駅前の花壇管理団体
● 憩いの森等の自主管理団体 など

福祉全般にわたる知識や地域で福祉活動する際に必要な
技術を学び、地域活動の担い手を目指します
【定員】　25名（選考）
【期間】　1年
【費用】　15,000円
【会場】　区役所ほか
【問い合わせ】  ひと・まちづくり推進係　☎ 5984-1296

福祉分野  福祉コース 

https://www.
collegenerima.jp

最新情報はポータルサイトをご覧ください

つながるカレッジねりま 検索

つながるカレッジねりま事務局
練馬区地域文化部協働推進課
カレッジ担当係　☎ 03-5984-1613 

まちの身近なみどりを増やすため、コミュニティ・ガーデ
ニングに必要な知識と技術を学び、花壇活動に主体的に取
り組むことを目指します
【定員】　25名（選考）
【期間】　1年
【費用】　3,000円
【会場】　四季の香ローズガーデン（光が丘 5-2-6 ） ほか
【問い合わせ】  みどり推進課協働係  ☎ 5984-2418

みどり分野  コミュニティ・ガーデナーコース

地域の防災活動に関する知識・技術を学び、発災時に自ら
行動し共助活動ができるようになることを目指します
【定員】　20名(選考)
【期間】　1年
【費用】　無料
【会場】　防災学習センター（光が丘 6-4-1） 
【問い合わせ】  防災学習センター  ☎5997-6471

防災分野  共助コース

  防災学習センター  ☎5997-6471

地域の貴重な財産である憩いの森を守り育てるため、
管理活動に必要な知識と技術の習得を目指します
【定員】　30名（選考）
【期間】　1年
【費用】　1,000円　
【会場】　羽根木憩いの森（羽沢3-2）ほか
【問い合わせ】  みどり推進課協働係　☎5984-2418

みどり分野  ねりまの森維持管理コース

※農分野農の学校初級コースの募集は終了しています。次回の募集は、令和５年12月頃の予定です。

受講生募集説明会（福祉分野・防災分野）※下記まで事前にお申込みください。
■ 令和5年3月1日（水）午前10～11時 石神井公園区民交流センター2階集会室
■ 令和5年3月3日（金）午後２～３時 光が丘区民センター2階集会洋室1・2

【お詫びと訂正】 「ねりま地域活動ニュース」（令和５年１月25日発行  第69号）に掲載した記事におきまして、下記の誤りがありました。
● 第 3 面　左列11行目　（誤）1～５丁目　→　（正）１～６丁目

 読者の皆さま並びに関係各位にご迷惑をお掛けしましたことをお詫びするとともに、ここに訂正させていただきます。


